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 令和４年１１月２１日 

子どもたちが 輝いた 

ふれあい発表会！ 
２学期も残すところあと４週間となりました。気温も一気

に下がり、季節が冬に変わりました。 

さて、今月１１月１２日（土）、今年度のふれあい発表会を

行いました。昨年度同様観客の入れ替え制とさせていただき

ました。また、換気のため、窓もしっかり開けさせていただ

きました。無事に開催できたのは皆様のご協力のおかげです。

感謝しております。今年度も、マスク着用、リコーダー演奏の中止など制限のある中の発表会でしたが、

子どもたちも先生方も、内容や練習方法をいろいろ考えて発表ができたと思います。 

ご観覧の方からも「さっと動ける姿は、もうすぐ上

学年だなと思いました。」「一生懸命に練習した子ども

たちの姿を無事に見ることができてよかったです。」

「もう少し練習時間があってもよかったですね。」と感

想をいただきました。今年度は、例年よりも音楽室で

の練習を長く取ったため、舞台練習の時間が短くなり

ました。来年度に向けて参考にさせていただきます。 

発表会などおうちの方に見ていただく行事は、長い

練習期間を経て本番を迎えます。最後の挨拶でも高学年の保護者の方にお伝えしましたが、実はこの練習

期間がとても大切になります。できるようになるまで取り組んだ根気強さ、できるようになった自分への

自信、友達と作り上げる喜び・・・この、たくさんの時間が子どもたちを成長させます。多くの児童が、

振り返りで「力がついた」と感じているようです。嬉しく思いました。そして、次へとつながる力へとつ

ながっていきます。 

  休み明けに「おうちの人に誉めてもらった。」と嬉しそうに話してくれる人がいました。頑張りをしっ

かりと認め、誉めてもら

う事が、子どもたちのな

によりのご

褒美です。

ありがとう

ご ざ い ま

す。 
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中学校区一貫教育校園 

学校教育目標「心豊かで、自ら考えて行動する児童の育成」 

めざす児童像「思いやりのある子」「考える子」「たくましい子」 
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